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γ

　解答上の注意は，裏表紙に記載してあります。この問題冊子を裏返して必ず読み
なさい。

4

3

5
6 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。

1

題冊子
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leさい。
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数学Ⅰ・数学Ａ

問　題 選　択　方　法

第 1問 必　　　答

第 2問 必　　　答

第 3問

　　いずれか 2問を選択し，

　解答しなさい。
第 4問

第 5問

2 問を

答しな

Sa
mp
leeeeple



12

数学Ⅰ・数学Ａ

第 2問 （必答問題）　（配点　30）

〔 1 〕 　太郎さんと花子さんのクラスでは，文化祭で模擬店を出店することになり，

売り上げの総額から経費と出店料3900円を差し引いた利益について考えてい

る。

⑴ 　模擬店で販売する商品 1個の価格を p円，このときの販売数を q個，出店

料を除く経費の総額を c円とする。このとき，出店料 3900 円を差し引いた利

益は ⎛⎝ ア ⎞
⎠ 円である。

ア  の解答群

0 pq＋ c 1 pq－ c

2 pq－ c＋ 3900 3 pq－ c－ 3900

⑵ 　太郎さんと花子さんのクラスでは焼き鳥屋を出店することにした。焼き鳥

1パックの価格を p円，このときの販売数を qパックとしたとき

　　　q＝ 500－ p

であるとする。ただし，pは，100≦ p≦ 500 の範囲で考えるものとする。

　また，出店料を除く経費の総額を c円としたとき

　　　c＝ 100q

であるとする。

ⅰ 　利益が出るように価格を決定するとき，焼き鳥 1パックの価格 pの値の

範囲は， イウエ ＜ p＜ オカキ  である。

ⅱ 　利益が最大になる焼き鳥 1パックの価格は クケコ  円であり，このと

きの利益は サシスセソ  円である。

　 （数学Ⅰ・数学Ａ第 2問は次ページに続く。）

00 

太郎さんと花子さんのクラスでは焼き鳥屋を出店することに

ックと

0≦ p

　また，出店料を除く経費の総

るとする。

Sa
mp
lepq－－ c

3

ppqpq－－ cc－－ 39003900mp
le

子さんのクラスでは焼き鳥屋を出店クラスでは焼き鳥屋を

の価格をの価格を pp円，このときの販売数を円，このときの販

qq＝ 500500－ pp

とする。ただし，た pは

出店料を除出店
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数学Ⅰ・数学Ａ

⑶　二人のクラスでは焼き鳥屋の他に，焼きそば屋も出店することにした。

焼きそば 1パックの価格を p円，このときの販売数を qパックとしたとき

　　　q＝ 1000－ 2p

であるとする。ただし，pは，100≦ p≦ 500 の範囲で考えるものとする。

　また，出店料を除く経費の総額を c円としたとき，一定量以上の食材をま

とめて購入すると材料費の単価が安くなることから，cは qの関数として

　　　c＝
　　100q （0≦ q≦ 200）

80（q－ 200） ＋ 20000　（q＞ 200）

と表される。

　焼きそば屋についても別途，出店料 3900 円を払うものとするとき，焼きそ

ば屋の利益が最大になる焼きそば 1パックの価格は タチツ  円であり，こ

のときの焼きそば屋の利益は テトナニヌ  円である。

　 （数学Ⅰ・数学Ａ第 2問は次ページに続く。）

円を払うものとすると

パック であ

は テ

ジに続

Sa
mp
le
は タチ

e 円である。円である。

（数学学ⅠⅠ・数学数学Ａ第 2問は
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〔 2 〕 　女性の社会進出の実態について知るために，女性の就業状況に着目し，そ

れに関する事柄について，総務省の「国勢調査」のデータをもとに基礎的な情

報を整理した。

　以後の問題文では「都道府県」を単に「県」として表記する。

　図 1は，県別の 2005 年の 15～64 歳の女性就業率（横軸）と，2015 年の 15～

64 歳の女性就業率（縦軸）の散布図である。

〜

歳
の
女
性
就
業
率（
2
0
1
5
年
）

64

15

(%)

(%)

50

55

60

65

70

75

図1　県別の，15～64歳の女性就業率(2005年)と，
　15～64歳の女性就業率(2015年)の散布図

15～64歳の女性就業率(2005年)
50 55 60 65 70 75

0

1

2

3

4

5

（出典：総務省（2005，2015）『国勢調査』により作成）

※図 1では点が重なっているところがある。

　 （数学Ⅰ・数学Ａ第 2問は次ページに続く。）

率（
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S
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数学Ⅰ・数学Ａ

⑴ 　各県の2005年と2015年の15～64歳の女性就業率を一つずつ比較しなくて

も，図 1の散布図から 15～64 歳の女性就業率が全県で増加していることが

わかる。その理由として最も適当なものは ネ  である。

ネ  の解答群

0 　散布図のすべての点が直線 y＝ xの上側にあるから。

1 　県別の 2005 年の女性就業率と 2015 年の女性就業率の間には正の相

関があるから。

2 　2015 年の女性就業率の中央値は 2005 年の女性就業率の中央値より

大きいから。

3 　2015 年の女性就業率の平均値は 2005 年の女性就業率の平均値より

大きいから。

⑵ 　2005年と2015年の15～64歳の女性就業率の差が最も大きい県を表す点を，

図 1の 0 ～ 5 のうちから一つ選ぶと， ノ  である。

　 （数学Ⅰ・数学Ａ第 2問は次ページに続く。）

の女性就業率の中

均値は 2005 年の女性就業率の平均値

05年と2015年の15～64歳の女性就業率の差が最も大きい県を

図 。

　 Sa
mp
le

の女性就業性就業

pleの15～64歳の女性就業率の差が最も64歳の女性就業率の差

5

S
mpのうちから一つ選ぶと，ちから一つ選ぶと ノmpmp
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　2015年に最も近い年度の「平成28年社会生活基本調査」のデータをもとに，

通勤時間と女性就業率の関係を調べた。図 2は，各県の 15～64 歳の有職者女

性の平日の平均通勤時間（横軸）と，2015 年の 15～64 歳の女性就業率（縦軸）

の散布図である。

〜

歳
の
女
性
就
業
率（
2
0
1
5
年
）

64

15

図2　県別の，15～64歳の有職者女性の平日の平均通勤時間(2016年)
と，15～64歳の女性就業率(2015年)の散布図　　　　　

15～64歳の有職者女性の平日の平均通勤時間(2016年)
30

(分)

(%)

55

60

65

70

75

40 50 60 70

（出典：総務省（2016）『平成 28年社会生活基本調査』，（2015）『国勢調査』により作成）

※図 2では点が重なっているところがある。

　 （数学Ⅰ・数学Ａ第 2問は次ページに続く。）

5

図 の，15
と，1

歳の有職
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数学Ⅰ・数学Ａ

⑶ 　図2の 15～64歳の有職者女性の平日の平均通勤時間と2015年の 15～64歳

の女性就業率の相関係数は ハ  である。

　 ハ  については，最も適当なものを，次の 0 ～ 4 のうちから一つ選べ。

0 － 0.92 1 － 0.55 2 　0.03

3 　0.37 4 　0.81

　 （数学Ⅰ・数学Ａ第 2問は次ページに続く。）学Ａ第 2問は次

Sa
mp
le
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　内閣府の「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する

施策の推進状況」からの各県のデータを用いて，地方公務員の女性登用状況を

調べた。図 3は，地方公務員採用試験（大卒程度）からの採用者に占める女性

の割合（横軸）と，地方公務員管理職に占める女性の割合（縦軸）の散布図であ

る。ただし，2015 年の 15～64 歳の女性就業率の高い方から 10 県を〇，低い

方から 10 県を△，それ以外の県を□で表している。

図3　県別の，地方公務員採用試験(大卒程度)からの採用者に占める
　　　女性の割合と，地方公務員管理職に占める女性の割合の散布図

地方公務員採用試験(大卒程度)からの採用者に占める女性の割合

地
方
公
務
員
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
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2015年の15～64歳の女性就業率
高い方から10県

それ以外の県
低い方から10県

（出典： 内閣府（2015）『地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関

する施策の推進状況』，総務省（2015）『国勢調査』により作成）

　 （数学Ⅰ・数学Ａ第 2問は次ページに続く。）
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⑷ 　図 1～図 3 から読み取れることとして正しいものは ヒ と フ  と

ヘ  である。

ヒ  ～ ヘ  の解答群（解答の順序は問わない。）

0 　15～64 歳の女性就業率について，2005 年に最も低かった県は，2015

年にも最も低い。

1 　2005 年の 15～64 歳の女性就業率が最も高かった県について，15～

64 歳の有職者女性の平日の平均通勤時間は 40～45 分の範囲にある。

2 　2015 年の 15～64 歳の女性就業率が最も高かった県は，地方公務員

管理職に占める女性の割合も最も高い。

3 　15～64 歳の有職者女性の平日の平均通勤時間が長い県ほど，2015 年

の 15～64 歳の女性就業率は低い傾向がある。

4 　2015年の15～64歳の女性就業率の高い方から10県と低い方から10

県の 2群について，各群の地方公務員管理職に占める女性の割合の中

央値を比較すると，高い方から 10 県の方が大きい。

5 　2015年の15～64歳の女性就業率の高い方から10県と低い方から10

県の 2群について，各群の地方公務員採用試験（大卒程度）からの採用

者に占める女性の割合の中央値を比較すると，低い方から 10 県の方が

大きい。

分の範

高かった県は，地

い。

平日の平均通勤時間が長い県ほど，201

就業率

15～64歳の女性就業率の高い方から10県と低い方から10

2 群について，各群の地方公務員管理職に占める女性の割合の

央値

から1

員採用

央値を比Sa
mp
le

勤時間が長いが長い

向がある。る。

性就業率の高い方から10県と低い率の高い方から10県と

各群の地方公務員管理職に占める地方公務員管理職に

すると，高い方から 10 県の方が大高い方から 10 県の方

015年の15～64歳の女性就業率の高15年の15～64歳の女性就業

県の 2群について，各群の地方の 2群について，各

に占める女性の割合のる女

い。い
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　 5

クケ

エオ

キ

カ

　 4

　 1　解答は，解答用紙の問題番号に対応した解答欄にマークしなさい。

　 3

　 2

例

　 6 　根号を含む分数形で解答する場合，例えば 
シ ＋ ス r セ

ソ
 に

　　 3＋ 2 2
2  と答えるところを， 6＋ 4 2

4  や 6＋ 2 8
4  のように答えてはいけ

ません。

　 7 　問題の文中の二重四角で表記された タ  などには，選択肢から一つを選ん

で，答えなさい。

　 8 　同一の問題文中に チツ ， テ  などが 2度以上現れる場合，原則として，

2度目以降は， チツ ， テ  のように細字で表記します。
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